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教師用教科書・指導書・副読本購入事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 指導課

会計 小事大事

01

目項

10 01 04 02 01

対象

・教科指導の充実のために教師用教科書及び指導書等を準備する。
・小中１年生に「音読ながれやま」を、小学３年生・中学１年生に「社会科副読本」を配布
する。

　教師用教科書及び指導書等をすべての小中学校に整備する。２６年度は小学校、２７年度
は中学校の教科書採択にともなう教科書、指導書の整備を行った。近年の生徒数増にともな
い教科書、指導書を確実に配布すべく在庫状況等を調査し、慎重に整備を進めた。

教師用教科書及び指導書等を準備することにより、教科指
導の充実を図る。また、音読ながれやま・社会科副読本に
より、授業の充実を図る。

主管課長佐藤　智子個性を生かす教育環境の基盤充実

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内小中学校２５校 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

教科書 1,082 2,255 1,985 冊 →→

110 1,100

平成2６年度

2,990,833 29,127,140

冊 →→1,004

→→4,660 5,750

18,412,116

2,990,833 29,127,140 18,412,116

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

2,990,833 29,127,140 18,412,116

・児童生徒の指導にあたる教師、講
師、初任者指導員やサポート教員、ALT
等の教科書及び指導書を準備すること
ににより、指導効果の向上を図ってい
る。
・小学校、中学校とも「社会科副読
本」を配布し、郷土をよく知る学習に
役立てている。
・「音読ながれやま」を全小中学生に
配布し、学習指導要領の重点である
「言語活動の充実」を図っている。

平成2５年度 平成2７年度

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

現在、流山市小中学校在籍教師の半数が３５歳以下と
なり、指導書、副読本配布の充実は若手教員の指導力
を高める手立てとなっている。

Ｂ　必要性は変わら
ない

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

今後も児童生徒数の増加を見据えた準
備が必要である。

④今後の
改善計画

予算の範囲内で小、中学校の教師用教
科書、指導書の整備をすすめていくこ
とによって教科数増（外国語、道徳）
に対応していく。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

学級増分の教師用教科書及び指導書を
整備することにより、学習指導の充実
を図る。

学級増分の教師用教科書及び指導書を
整備することにより、学習指導の充実
を図った。


